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東海村議会議員選挙の日程

２００８年１月１５日（火）告示
１月２０日（日）投票

定数 ２０

東海村12月議会の日程をお知らせします

１１月２６日（月）議会運営委員会
１１月２９日（木）開会日・議案上程
１２月７・１０・１１日 一般質問
１２月１２日（火）議会運営委員会
１２月１３日（水）閉会日・議案審議

大名みえ子

合成洗剤(合成界面活性剤)の環境への悪影響

水棲生物への悪影響
ウニは人間と発生の初期の段階が非常に似ているので、催奇性＊の実験に良く使われます。そのウ

ニの受精に影響が出ます。合成洗剤の百万分の一（１ppm）の濃度でまともな受精ができないのです。

石けんでは、その百倍濃い濃度（１％）でも、発生の遅れはあってもほとんど問題はありません。

アワビでも影響が出ます。三重県鳥羽市では漁穫高の減少と合成洗剤の普及時期とが密接に関係す

ることが確認されています。

実験動物の半数が２４時間以内に死んでしまう界面活性剤の濃度（TLm値＊）でいうと、メダカの

成魚で６ppm、ふ化したばかりのメダカでは１ppmです。メダカはえらで水中の酸素を取り込んで呼吸

しています。合成界面活性剤は、えらの細胞を破壊してしまうのです。河川の多くは合成界面活性剤

の濃度が１ppmを超えていると報告されています。このままではメダカが絶滅するのは時間の問題で

す。

＊ 裏面に用語解説

いま、読んでみたい本

南 風 洋 子
涙を真珠にかえて…

南風洋子〔著〕

「大名ニュース」をお読みいただいている皆さま

上記、お知らせさせていただきましたように、

今期最後の議会が１１月２９日から開会されます。

小さなつぶやきから、大きな叫びまで、村民の

皆さまの声を村政に届け、反映させるという初心

を大切に、この１２月議会も真剣に取り組みます。

ご意見、ご要望をお待ちしています。



〈バックナンバーは http://www.jcp-net.jp/ibahoku/toukai/oona/ でお読みいただけます〉

茨城県は、須和間に建設が計画されている（株）大豊プラントの産廃焼却施設について、地元住

民や村、村議会の反対にもかかわらず、設置許可を出しました。

私たちは、この産廃焼却施設の建設を阻止するために「住民の会」を結成し、住民の安全な生活

と環境をまもる反対運動をすすめてきました。しかし、茨城県は私たちの願いに応えようとせず、

「法に則って許可は正当」としています。

大豊プラントは、県の都市計画審議会で「住民との合意がない」と異例の継続審議になっている

ため、県を相手に２度目の裁判を起こすなど、早期建設に向けて強行な姿勢をあらわにしています。

そのため、私たちは、茨城県に対しては建設許可決定の取消をもとめる裁判（行政訴訟）を行い、

業者に対しては工事の差し止めを求める裁判（民事訴訟）を行うことを決めました。行政訴訟は期

限があるため、12月中に裁判を起こす予定です。

つきましては、裁判をどうすすめるかについての学習会を企画しました。

みなさま、お誘いあわせて、お気軽にご参加ください。

○と き：11月16日（金）午後6：30～8：30

○ところ：中丸コミセン

6:30～7:30 学習会 坂本 博之弁護士

「産廃問題の裁判に関して」

7:30～8:00 質疑

8:00～8:30 総会 経過報告、訴訟･原告団募集について

産廃反対住民の会

総会案内チラシより

国営ひたち海浜公園のコスモス畑
（茨城県のホームページより）

【オモテ面＝合成洗剤の記事の用語解説】

催奇性：ある物質が生物の発生段階において奇形を生じさせる性質、作用のこと。

ＴＬｍ(MedianTolerance Limit)：供試魚の半数(50%)が生き残る薬剤濃度(ppm)のこと。


